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水路部では昭和58年8月lと大型測量船「拓洋」を就役させ，主l乙大陸棚固定等lζ必要なデータを収集する

ため海洋調査を実施している。主な観測機器として複合調I］位装置，ナローマルチビーム測深機（シービーム），

深海用音波探査装置，海上磁力計，海上重力計を塔載している。乙れらの各種観測機器から出力されるデー

タは，アナログで記録されるほか多くは磁気テープにデジタルで記録される。一方，船上で実時間処理する

ため，損lj量データ処理装置（HP-IOOOF電算システム）を装備している。船上で処理されたデータを，さら

に陸上で最終的に処理するデータ編集機（HP-IOOOA電算システム）を水路部に導入した。今回それらの電

算システムを使用して，磁気テーフ。上のデジタノレデータの修正 ・エラー除去等を行い，データ解析に必要な

質の高いデータlζ編集するための処理プログラムの開発を進めてきたので，乙乙lとその概要を述べる。

2. 船上処理の概要（HP1000 F電算システム）第 l図参照

船上で取得される視lj位，地磁気，重力，損lj深（シービーム）等の生データMTをフィ ールドMTと呼ぶ。

シービームフィーノレドMTを除いたその他のフィールドMTを個々に編集し，出来たMTを1本に結合した

M Tを船上マスターMTと呼ぶ。

フィールドMTを編集する際には，各データの連続性・妥当性・異常データの検出等若干のエラーチェッ

クを行っているが， ζの段階では，まだ多くのエラーを含んでいる。それらのエラーは船上で素図を描いた

後，チェックしてスクリーンエディタで修正するようにしている。次K，乙れらの編集プログラムを紹介す

る。

・測位データ編集プログラム（ElM, ElOlH) 

測位フィールドMTは，各観測機器から収録された多くのバイナリーデータの集合である。乙のMTから，

位置（複合測位装置），直下水深（シービーム），全磁力値（パリンジャータイプ）を取り出して，フォーマ

ットをすべて ASCIIコードに変換する。また，位置の更正は，船上ワ ッチで作成された修正位置リスト（修

正箇所の開始時刻，終了時刻及びその聞の10分毎の修正位置）を用いて補間Jレーチンにより， 1分毎補間修
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・地磁気データ編集フ。ロ
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プロトン磁力計（3セン

サータイプ）からのカセッ

トMTデータをASCIIコー

ドに変換して， Yzインチ幅

の標準磁気テープに媒体変

換する。エラー等の修正は，

スクリーンエディタで行う。

・重力データ編集プログ

ラム CGEDIT)

重力フィーJレドMTは，

きわめて多要素のデータの

集合であるが，乙れらを以

後の重力解析に必要な位置，

水深，船速，船首，水平及

び鉛直加速度，エトベス補

正，重力異常等を算出し，

すべてASCIIコードκ変
換し，フォーマットする0

．船上マスターMT作成

プログラム (ElMGP,

ElGRP) 

測位，地磁気，重力の各データ編集MTから， 1分毎の位置，水深，地磁気全磁力，重力フリーエアー異
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第 1図船上処理

常データを取り出し， 1本iζ結合した船上マスターMTを作成する。乙のMTは，船上で航跡図 CXYPLT

プログラム），水深図（音速・潮汐改正済），地磁気全磁力異常図（日変化未補正），重力フリーエアー異常図

（ドリフト改正は予想）の各素図を作成（ALPLTプログラム）するために使用する。

・シービームMTの編集

シービームフィーノレドMTは，測深データと時刻データのみで，視lj位データを含んでいない。そ乙で，測

位編集MTの位置データと結合した JOINTファイルを作成し，船上で測線lζ沿った等深線図をプロッター

により出力している。乙の図は位置のチェック，水深素図の地形補聞に利用している。

3. 陸上処理の概要（HP1000A電算システム） 第2区｜参照

船上で作成された位置，水深，地磁気，重力データを 1本化した船上マスターMTから，各データを，カ

ラーグラフィック上に表示し，タブレッ卜でその中lζ含まれるエラーの除去・修正等を行い，質の高いデー

タに編集する。乙うして出来た修正済船上マスターMTから，各データについて，諸改正をほど乙し，時刻，

位置，水深，地磁気全磁力異常値，重力フリーエアー異常値等を含んだ1分毎の大陸棚基礎データMTを作
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第2図陸上処理

成する。各データについて処理する項目は，水深データは，①音速改正，②潮汐改正，③傾斜変化点マーキ

ング，地磁気データは，①日変化補正，②全磁力異常計算，①極値ωマーキング，重力データは，①ドリフト

改正，②エトベス改正，③フリーエア一異常計算，④極値マーキング等である。なお，乙乙で地磁気の日変

化補正は，海底磁力計の定置観測データによって補正している。また，海底磁力計の器差改正は，最寄りの

固定観測所データとの長周期成分の比較により行っている。

以上の諸改正，計算を行った位置，水深，地磁気全磁力異常値，重力フリーエアー異常値の各データMT 

を編集し， l本化したMT K，深海用音波探査アナログ記録より読み取った層厚データを付加し，さらに各

改正・計算等lζ使用した定数などを収録したラベルファイ Jレを先頭に結合したマルチファイノレを作成する。

乙れを「大陸棚 1分毎MT」と称し，以後大陸棚固定作業lζ必要な地球物理学的データの基礎資料として使

用される。

4. データ編集について

船上で得られた各種磁気テープlζは，多くのエラーが混在しているが，それらのエラー除去・修正等につ

いては，陸上でカラーグラフィック・ディスプレイ iζ2次元的に表示し，前後，左右の関係及び船上で作成

された素図，アナログ記録等をもとにして，タブレットを使用し，画面上で効率よく実行できるようプログ

ラムを整備した。
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5. 今後の問題点

従来船上で取得されるデータは，アナログデータが多くを占め，加lj量j京図作成等の資料整理K多くの時間

をついやしてきたが，船上で 1本化された峨気テープのデジタノレデータを作成し，陸上で乙れらをコンビュ

ータ処理する乙とにより，調査から 2～3ヶ月程度で，「大陸棚 1分毎MT」を作成する事が出来，資料整理

時間が大幅に短縮出来た。しかしながら，まだデータの修正，削除等の客観的基準が確立しておらず， ζれ

らの作業は，個人の経験，能力に依存しており，今後いかにしてデジタルデータの修正・削除等の基準を作

成してゆき，その基準lζ基づいて．コンビュータ処即するかを，検討していかなければならない。
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